
特集・学内交通問題
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沖
縄
大
学
の
脱
ク
ル
マ
社
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

桜
井
　
国
俊

　
　
　
（
沖
縄
大
学
学
長
）

実
践
の
場
と
し
て
の
大
学

　
沖
縄
大
学
は
、
一
九
五
八
年
に
設
置
さ
れ
、
二
年
後
の
二
〇
〇
八

年
に
は
五
〇
周
年
を
迎
え
る
沖
縄
で
最
も
伝
統
の
あ
る
収
容
定
員
二

三
二
〇
名
の
私
立
大
学
で
す
。
そ
の
歴
史
は
、
沖
縄
の
戦
後
史
そ
の

も
の
で
あ
り
、
米
国
統
治
下
な
ら
び
に
日
本
復
帰
時
の
苦
難
と
混
乱

を
乗
り
越
え
、
一
九
七
八
年
に
「
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
に
学
び
、

地
域
と
共
に
生
き
る
、
開
か
れ
た
大
学
」
を
新
生
沖
縄
大
学
の
基
本

理
念
と
し
て
打
ち
出
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
沖
縄
大
学
で
は
、
大
学
は
、
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と

だ
け
を
学
ぶ
場
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
も
っ
と
大
事
な
の
は
、

現
代
社
会
が
抱
え
る
問
題
を
自
ら
発
見
し
、
関
係
者
と
の
協
働
を
通

じ
て
問
題
解
決
の
道
を
さ
ぐ
り
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
沖
縄
大

学
で
は
、
そ
う
し
た
問
題
の
一
つ
と
し
て
「
沖
縄
の
ク
ル
マ
社
会
」

を
取
り
上
げ
、
学
生
・
教
職
員
・
地
域
社
会
の
協
働
で
「
脱
ク
ル
マ

社
会
」
へ
と
移
行
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
沖
縄
の
実
現
の
た
め
に

　
世
界
有
数
の
サ
ン
ゴ
群
落
に
象
徴
さ
れ
る
美
し
い
海
と
、
現
在
で

も
な
お
新
種
が
次
々
に
発
見
さ
れ
る
ほ
ど
の
生
物
多
様
性
を
有
す
る

森
が
作
り
出
す
豊
か
な
自
然
を
、
一
五
〇
年
ほ
ど
前
に
沖
縄
に
寄
港

し
た
ペ
リ
ー
は
「
緑
し
た
た
る
琉
球
」
と
表
現
し
、
県
民
は
愛
情
を

　
　
　
　
ち
ゅ

込
め
て
「
美
ら
島
」
と
呼
び
ま
す
。
し
か
し
今
、
こ
の
小
さ
な
島
に

は
過
大
な
軍
事
基
地
が
ひ
し
め
き
、
そ
の
迷
惑
料
と
も
言
わ
れ
る
高
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率
補
助
に
よ
り
島
の
形
を
変
え
て
し
ま
う
ば
か
り
の
大
型
公
共
事
業

が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
そ
の
も

の
も
沖
縄
の
み
な
ら
ず
、
地
球
規
模
で
の
環
境
破
壊
に
拍
車
を
か
け
、

加
害
者
と
し
て
の
責
任
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。　

沖
縄
大
学
で
は
、
こ
う
し
た
現
状
を
変
え
て
い
く
た
め
に
学
生
・

教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
ま
ず
は
足
も
と
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
実

　
　
　
　
ぎ
　
　
ト
と
も

饗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
態
日
薪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ写真1　学内に掲示されたエ

践
を
行
い
（
二
〇
〇
二
年
五
月
に
九
州
・
沖
縄
地
区
で
は
第
一
号
と

な
る
大
学
全
体
を
対
象
と
し
た
I
S
O
1
4
0
0
1
の
認
証
を
取
得

し
、
学
生
た
ち
は
独
自
に
エ
コ
学
園
祭
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
写
真

1
に
示
す
よ
う
に
、
学
内
に
は
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
宣
言
を
掲
示
し
意

識
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
）
、
次
い
で
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
「
地

域
に
根
ざ
す
大
学
」
と
し
て
、
「
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
エ
コ
シ
テ

イ
ヘ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
取
り
組

写真2　二号館屋上に建設された雨水貯留プール

ん
で
い
ま
す
。

　
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
水
資
源
問
題
へ
の

取
組
が
そ
う
で
す
。
沖
縄
大
学
で
は
、
一

九
八
九
年
に
二
号
館
を
建
設
す
る
時
に
屋

上
に
雨
水
貯
留
プ
ー
ル
を
設
け
（
写
真
2

参
照
）
、
ま
た
那
覇
市
の
公
共
下
水
道
に
放

流
す
る
前
の
段
階
で
下
水
処
理
を
行
い
、

雨
水
が
あ
れ
ば
雨
水
を
、
雨
水
が
な
け
れ

ば
下
水
処
理
水
を
ト
イ
レ
に
流
す
い
わ
ゆ

る
中
水
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
ト
イ
レ
に
も
飲
み
水
を
流
す
と
す
れ
ば
、

ダ
ム
建
設
や
林
道
建
設
で
既
に
大
き
く
破

壊
さ
れ
た
沖
縄
本
島
北
部
の
や
ん
ば
る
の

森
に
さ
ら
に
ダ
ム
を
作
る
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
は
持
続
可
能
な
沖
縄
の
実
現
に
反
す
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題
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
ト
イ
レ
に
は
、
な
ぜ
中
水
シ
ス
テ
ム
を
導

問
入
し
た
の
か
を
示
す
説
明
が
掲
示
し
て
あ
り
（
写
真
3
参
照
）
、
沖

通交
縄
の
未
来
を
担
う
若
者
達
の
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
い
ま
す
。
ま

内
た
、
こ
の
下
水
処
理
方
式
（
回
分
式
酸
化
溝
方
式
）
は
、
建
設
費
が

学
・
安
く
維
持
管
理
も
容
易
で
、
か
つ
B
O
D
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求

集寺
量
の
略
で
有
機
物
に
よ
る
水
の
汚
れ
を
表
す
代
表
的
指
標
）
の
み
な

穿　
ら
ず
栄
養
塩
の
窒
素
除
去
も
で
き
る
優
れ
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

　
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
筆
者
も
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
環
境
N

G
O
で
読
み
や
す
い
絵
入
り
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
ま
と
め
、
中
小
零
細

の
養
豚
業
者
へ
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
沖
縄
に
お
け

る
河
川
の
水
質
汚
染
の
大
き
な
原
因
が
畜
産
廃
水
だ
か
ら
で
す
。

　
こ
う
し
た
沖
縄
大
学
の
環
境
管
理
の
面
で
の
取
組
は
、
二
〇
〇
三

年
以
降
、
毎
年
刊
行
す
る
「
沖
縄
大
学
環
境
レ
ポ
ー
ト
」
（
写
真
4

参
照
）
で
学
内
外
に
広
報
さ
れ
、
ま
た
学
生
た
ち
は
エ
コ
学
園
祭
で

の
活
動
成
果
を
二
〇
〇
一
年
以
降
毎
年
「
沖
縄
大
学
エ
コ
学
園
祭
報

告
書
」
（
写
真
5
参
照
）
に
ま
と
め
て
刊
行
し
て
い
ま
す
。

警
　
難
脚

写真3　中水を使用していることを示すトイレ内

　　　の掲示

写真4　沖縄大学環境レポート

写真5　沖縄大学エコ学園祭報告書
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な
ぜ
ク
ル
マ
社
会
か
ら
の
脱
却
か

　
　
沖
縄
に
は
、
鉄
軌
道
が
無
か
っ
た
こ
と
や
米
軍
支
配
の
影
響
で
、

　
典
型
的
な
ク
ル
マ
社
会
が
形
成
さ
れ
、
い
ま
や
そ
の
弊
害
が
様
々
な

　
形
で
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
温
室
効
果
ガ
ス
の

　
排
出
で
、
沖
縄
県
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
は
、
一
九
九
〇

　
年
代
の
一
〇
年
問
で
三
一
・
八
％
増
加
し
た
と
い
わ
れ
（
－
）
、
全
国
平

　
均
の
八
％
と
比
べ
て
も
異
常
な
突
出
ぶ
り
で
す
。
し
か
も
増
加
の
最

　
大
要
因
は
、
自
家
用
車
台
数
増
に
あ
り
ま
す
。
従
来
、
二
～
三
人
で

　
乗
っ
て
い
た
の
が
一
人
に
と
、
平
均
乗
車
数
の
減
少
が
台
数
増
に
大

　
き
く
寄
与
し
て
い
る
の
で
す
。

　
　
地
球
温
暖
化
は
、
強
い
台
風
の
来
襲
、
沖
縄
固
有
の
生
物
へ
の
影

　
響
、
サ
ン
ゴ
の
白
化
（
海
水
温
の
上
昇
等
が
原
因
と
な
っ
て
サ
ン
ゴ

　
に
共
生
す
る
褐
虫
藻
が
離
脱
し
、
サ
ン
ゴ
の
死
滅
に
至
る
現
象
）
、

　
　
マ
ラ
リ
ア
の
再
来
（
太
平
洋
戦
争
の
際
に
西
表
島
に
強
制
疎
開
さ
せ

題
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
多
く
が
マ
ラ
リ
ア
に
苦
し
み
ま
し
た
。
こ
れ

問通
は
戦
争
マ
ラ
リ
ア
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）
な
ど
、
沖
縄
の
県
民
の
生

交
活
に
様
々
な
悪
影
響
を
与
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
・
I
P
C
C

内学
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
の
予
測
に
よ
れ
ば
、
一
九

　集
九
〇
年
に
く
ら
べ
二
一
〇
〇
年
に
は
、
海
面
水
位
は
最
大
で
八
八
セ

特
ン
チ
上
昇
し
ま
す
が
、
専
門
家
は
、
そ
の
際
に
は
沖
縄
の
砂
浜
は
一

O
O
％
消
失
す
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
（
2
）
。
サ
ン
ゴ
も
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
も
こ
の
海
面
上
昇
に
は
追
い
つ
け
ず
、
消
失
し
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
沖
縄
社
会
の
持
続
的
発
展
の
た
め
に
は
、
主
産
業
で
あ

る
観
光
業
の
魅
力
の
源
泉
で
あ
る
サ
ン
ゴ
礁
、
白
い
砂
浜
、
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
な
ど
の
保
全
が
不
可
欠
で
す
。
ク
ル
マ
社
会
か
ら
の
脱
却
が

求
め
ら
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。

　
ま
た
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
ク
ル
マ
社
会
の
弊
害
に
、
健
康
へ
の
悪

影
響
が
あ
り
ま
す
。
沖
縄
は
長
寿
県
と
七
て
知
ら
れ
、
現
在
で
も
女

性
は
四
七
都
道
府
県
の
中
で
最
も
長
寿
で
す
が
、
男
性
は
一
九
九
五

年
に
一
位
の
座
か
ら
四
位
に
落
ち
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
二
六
位
に
転

落
し
ま
し
た
。
い
ま
や
女
性
の
一
位
の
座
も
危
う
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
最
近
発
表
さ
れ
た
社
会
保
険
事
務
局
二
〇
〇
四
年
度
検
診
資

料
は
、
さ
ら
に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
で
し
た
（
3
）
。
肥
満
傾
向
を
示
す
指
数

の
B
M
I
（
体
重
÷
身
長
の
二
乗
）
で
「
肥
満
」
と
な
る
コ
一
五
」

以
上
の
県
民
の
割
合
が
、
三
〇
代
以
上
の
男
性
の
場
合
は
四
六
・

九
％
と
二
位
の
北
海
道
の
三
四
・
八
％
を
一
ニ
ポ
イ
ン
ト
も
引
き
離

し
て
ダ
ン
ト
ツ
で
全
国
一
位
で
あ
り
、
三
〇
代
以
上
の
女
性
も
二

六
・
一
％
で
二
位
の
青
森
県
の
二
二
・
七
％
を
三
ポ
イ
ン
ト
以
上
引

き
離
し
て
一
位
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
か
ら
で
す
。
過
度
の
ク
ル

マ
依
存
に
よ
る
運
動
不
足
と
、
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
脂
肪
分
過

多
の
食
生
活
が
原
因
で
す
。
「
長
寿
社
会
沖
縄
」
の
イ
メ
ー
ジ
回
復

の
た
め
に
も
、
脱
ク
ル
マ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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沖
縄
大
学
の
駐
車
場
問
題

　
沖
縄
大
学
は
、
完
全
に
都
市
化
し
た
那
覇
市
内
に
立
地
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
駐
車
場
の
確
保
が
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
前

記
の
問
題
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
駐
車
場
の
拡
張
や
立
体
化
で
対
応

す
る
の
は
本
質
的
な
解
決
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
従
来
か
ら
、
大
学
か
ら
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
居
住
す

る
教
職
員
・
学
生
に
は
、
原
則
と
し
て
駐
車
場
の
利
用
を
認
め
な
い

等
、
ク
ル
マ
以
外
の
手
段
に
よ
る
通
勤
・
通
学
を
奨
励
し
て
き
ま
し

た
（
障
害
者
に
は
こ
の
ル
ー
ル
を
適
用
し
ま
せ
ん
）
。
こ
う
し
た
距

離
に
よ
る
規
制
を
行
っ
て
も
、
駐
車
許
可
証
の
発
行
を
求
め
る
学

生
・
教
職
員
は
軽
く
一
〇
〇
〇
名
を
超
え
、
構
内
一
か
所
と
学
外
の

徒
歩
五
分
程
度
の
と
こ
ろ
に
あ
る
三
か
所
、
合
計
四
か
所
の
駐
車
場

の
駐
車
可
能
台
数
は
四
三
〇
台
程
度
で
あ
り
、
と
て
も
対
応
で
き
な

い
の
が
現
実
で
し
た
。

　
そ
こ
で
二
〇
〇
三
年
一
一
月
一
日
か
ら
は
、
す
べ
て
の
専
任
教
職

員
・
非
常
勤
職
員
・
学
内
関
係
者
の
大
学
駐
車
場
（
計
四
か
所
）
の

利
用
を
原
則
と
し
て
認
め
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
（
ど
う
し
て
も
ク

ル
マ
使
用
が
必
要
な
者
は
、
大
学
近
傍
の
民
間
駐
車
場
を
各
自
確
保

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
非
常
勤
教
員
は
大
学
駐
車
場
の
利
用

が
可
で
す
）
。
そ
れ
は
、
大
学
は
学
生
の
も
の
と
い
う
観
点
か
ら
で

す
。
さ
ら
に
事
前
周
知
の
う
え
、
二
〇
〇
四
年
五
月
一
日
か
ら
、
四

駐
車
場
の
う
ち
構
内
駐
車
場
一
か
所
を
パ
ス
カ
ー
ド
方
式
（
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
）
に
よ
り
有
料
化
（
一
時
間
五
〇
円
）
と
し
ま
し
た

（
写
真
6
参
照
V
。
こ
れ
は
、
学
生
に
も
、
ク
ル
マ
社
会
か
ら
の
脱
却

に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
も
ら
お
う
と
の
趣
旨
に
よ
る
も
の
で
す
。

　、灘畿難、

写真6　有料化された構内駐車場

10

使
い
や
す
さ
か
ら
コ
イ
ン
投
入
方
式
を
希
望
す
る
学
生
が
現
在
で
も

少
な
か
ら
ず
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合
に
は
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
居

住
者
の
利
用
に
も
つ
な
が
る
こ
と
、
貯
ま
っ
た
現
金
を
狙
う
機
器
破

壊
行
為
を
誘
発
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
パ
ス
カ
ー
ド
方
式
を
選

択
し
ま
し
た
。
今
で
は
破
壊
行
為
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
有
料
化
シ
ス

テ
ム
導
入
時
に
は
、
現
金
が
あ
る
の
で
は
と
の
誘
惑
に
も
と
づ
く
夜

間
の
破
壊
行
為
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
な
お
四
か
所
の
駐
車
場
は
、
朝
八
時
に
開
錠
し
、
夜
は
二
部
で
学

ぶ
学
生
に
配
慮
し
て
一
一
時
三
〇
分
に
施
錠
し
ま
す
。
駐
車
場
に
は
、

夜
間
の
利
用
者
の
安
全
の
た
め
に
、
近
隣
に
及
ぼ
す
光
害
に
も
配
慮

し
つ
つ
街
灯
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

有
料
化
の
効
果
と
課
題

　
　
　
一
時
間
五
〇
円
と
い
う
料
金
設
定
は
、
学
外
の
民
間
駐
車
場
の
一

題
時
間
一
。
。
円
～
二
。
。
円
と
い
う
料
金
設
定
に
比
べ
か
な
り
低
め

問
の
も
の
で
し
た
が
、
学
生
達
の
利
用
を
強
く
抑
制
す
る
結
果
と
な
り
、

通
構
内
駐
車
場
は
ほ
ぼ
ガ
ラ
空
き
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
も
と
の
無
料

鮫
駐
車
場
に
戻
せ
と
の
声
が
学
生
達
の
間
に
強
く
上
が
り
ま
し
霧

学
そ
れ
で
は
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
五
年
四

集
月
か
ら
一
時
間
三
〇
円
に
、
そ
し
て
二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
は
二
時

特
間
三
〇
円
に
切
り
下
げ
、
学
生
の
利
便
を
図
っ
て
い
ま
す
。
悩
み
は
、

駐
車
場
間
題
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
て
も
ほ
と
ん
ど
学
生
が

集
ま
ら
な
い
こ
と
で
す
。
不
満
を
持
つ
学
生
、
有
料
化
の
趣
旨
を
理

解
し
て
い
な
い
学
生
が
多
数
い
る
こ
と
は
各
種
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
明
ら
か
で
す
が
、
説
明
の
場
を
設
定
し
て
も
そ
の
よ
う
な
学
生
は

集
ま
ら
ず
、
意
思
疎
通
が
で
き
な
い
こ
と
の
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
有
料
化
を
含
む
脱
ク
ル
マ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
効
果
は

徐
々
に
現
れ
、
徒
歩
・
自
転
車
・
バ
イ
ク
や
公
共
交
通
機
関
へ
の
通

学
．
通
勤
に
切
り
替
え
る
学
生
・
教
職
員
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
構
内
駐
車
場
の
一
部
を
自
転
車
・
バ
イ
ク
の
駐
輪

場
に
模
様
替
え
す
る
な
ど
の
対
応
を
と
り
ま
し
た
。
非
常
勤
講
師
は
、

構
内
駐
車
場
の
有
料
利
用
で
確
実
に
駐
車
で
き
る
た
め
、
定
刻
に
教

室
に
到
着
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
構
内
駐
車
場
に
殺

到
す
る
ク
ル
マ
に
よ
る
騒
音
や
交
通
事
故
発
生
の
可
能
性
も
大
幅
に

低
下
し
ま
し
た
。
初
夏
や
秋
な
ど
、
省
エ
ネ
の
た
め
ク
ー
ラ
ー
使
用

を
認
め
て
い
な
い
時
期
に
は
、
暑
い
と
窓
を
開
け
て
授
業
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
改
造
マ
フ
ラ
ー
車
に
よ
る
騒
音
で
講
師
の
声
が
聞
き
取
れ

な
い
と
い
う
事
態
が
か
つ
て
は
頻
繁
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
有
料
の
構
内
駐
車
場
の
利
用
に
つ
い
て
配
慮
し
た
こ
と
の
一
つ

に
、
夜
間
働
く
女
性
教
職
員
の
安
全
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
沖
縄
大

学
に
は
二
部
が
あ
り
、
夜
の
講
義
が
終
わ
る
の
は
九
時
四
〇
分
で
す
。
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ま
た
、
図
書
館
は
二
部
で
学
ぶ
学
生
の
便
を
考
え
て
夜
二
時
ま
で

開
館
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
問
帯
に
勤
務
す
る
女
性
教
職
員
の
場
合

に
は
、
た
と
え
大
学
近
傍
の
民
問
駐
車
場
に
契
約
し
て
い
た
と
し
て

も
、
暗
い
夜
道
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
専
任
教
職

員
と
非
常
勤
職
員
に
は
大
学
の
駐
車
場
利
用
を
認
め
な
い
と
い
う
の

が
基
本
方
針
で
す
が
、
女
性
教
職
員
に
つ
い
て
は
、
夜
間
勤
務
の
あ

る
場
合
に
は
構
内
駐
車
場
の
有
料
使
用
を
認
め
る
こ
と
と
し
ま
し

た
Q

公
共
交
通
機
関
を
便
利
に
す
る
取
組

　
構
内
駐
車
場
の
有
料
化
は
、
駐
車
場
の
需
給
関
係
か
ら
や
む
を
得

な
い
措
置
で
す
が
、
学
生
・
教
職
員
に
我
慢
を
強
い
る
だ
け
で
は
納

得
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
沖
縄
大
学
で
は
、
内
閣
府
沖
縄
総
合

事
務
局
が
実
施
し
た
都
市
交
通
問
題
に
関
す
る
研
究
会
に
学
長
が
都

市
環
境
問
題
の
専
門
家
と
し
て
参
加
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入

の
社
会
実
験
の
実
施
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
の
提
案
が
い
れ
ら
れ
て
、

内
閣
府
の
予
算
と
地
元
バ
ス
会
社
の
協
力
で
沖
縄
大
学
を
ル
ー
ト
に

含
む
「
通
勤
・
通
学
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
運
行
実
証
実
験
」

を
二
〇
〇
五
年
一
一
月
～
二
〇
〇
六
年
一
月
の
三
か
月
間
に
わ
た
っ

て
実
施
し
ま
し
た
。
沖
縄
大
学
で
は
、
こ
の
実
証
実
験
に
連
動
し
て

週
一
回
の
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
を
設
け
、
脱
ク
ル
マ
の
気
運
を
盛
り

写真7　モビリティ・マネジメント運
　　　行実証実験のポスター

上
げ
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
バ
ス
の
愛
称
は
、
沖
縄
大
学
の
学
生

の
間
で
募
集
し
て
「
E
C
O
ま
ー
る
・
い
ち
ゃ
り
バ
ス
」
と
な
り
ま

し
た
。
助
け
合
い
を
意
味
す
る
沖
縄
方
言
の
ユ
イ
マ
ー
ル
に
エ
コ
を

重
ね
合
わ
せ
た
の
が
「
E
C
O
ま
ー
る
」
で
あ
り
、
「
い
ち
ゃ
り
ば

ち
ょ
ー
で
ー
（
出
会
え
ば
兄
弟
）
」
と
い
う
誰
も
が
知
っ
て
い
る
沖

縄
の
こ
と
わ
ざ
を
下
敷
き
に
し
た
の
が
「
い
ち
ゃ
り
バ
ス
」
で
す
。

こ
の
実
証
実
験
は
成
功
し
、
終
了
後
、
定
期
バ
ス
路
線
と
し
て
定
着

し
て
い
ま
す
（
写
真
7
は
実
証
実
験
の
ポ
ス
タ
ー
で
す
）
。

　
ま
た
、
将
来
の
構
想
と
し
て
沖
縄
大
学
が
検
討
し
て
い
る
の
が

「
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
方
式
」
の
活
用
で
す
。
沖
縄
大
学
に

は
、
大
学
の
東
方
お
よ
そ
三
キ
ロ
、
沖
縄
自
動
車
道
の
那
覇
イ
ン
タ

12

1
の
近
く
に
新
川
校
地
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
駐
車
場
を
つ
く
り
、

そ
こ
と
大
学
と
の
間
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
走
ら
せ
る
構
想
で
す
。
こ

の
二
地
点
は
、
間
に
丘
陵
が
あ
り
現
時
点
で
は
時
聞
距
離
が
近
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
工
事
中
の
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
す
れ
ば
一
挙
に
近
く
な

り
ま
す
。
沖
縄
に
お
け
る
脱
ク
ル
マ
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
率
先

垂
範
し
、
地
域
に
根
ざ
す
大
学
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
こ
う

と
い
う
の
が
沖
縄
大
学
の
考
え
で
す
。

歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
さ
て
、
那
覇
の
夏
は
暑
く
、
便
利
な
ク
ル
マ
の
使
用
を
控
え
る
の

　
は
厳
し
い
こ
と
で
す
。
で
も
こ
の
ま
ま
ク
ル
マ
使
用
を
進
め
て
い
て

　
は
、
沖
縄
に
未
来
が
な
い
こ
と
も
確
か
で
す
。
で
す
か
ら
、
コ
ン
ク

　
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
な
那
覇
の
ま
ち
を
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

　
よ
う
に
夏
で
も
歩
き
た
く
な
る
よ
う
な
緑
し
た
た
る
ま
ち
、
公
共
交

　
通
機
関
の
便
利
な
ま
ち
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
着

題
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
・

問通
　
　
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
町
で
は
、
何
十
年
と
い
う
歳
月
を
か
け
て

交
こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
・
で
す
か
ら
沖
縄
大
学
は
・

内学
大
学
内
の
地
域
研
究
所
の
環
境
ま
ち
づ
く
り
研
究
班
を
中
心
に
、
大

集
学
の
足
元
の
地
域
（
寄
宮
通
り
会
．
自
治
会
）
と
の
協
働
で
、
か
つ

特
て
地
域
に
植
え
ら
れ
て
い
た
ジ
ャ
ス
ミ
ン
（
首
里
方
言
名
ム
イ
ク
ワ
）

に
よ
る
緑
化
事
業
を
「
香
り
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
展
開
し
て
い

る
の
で
す
。

　
今
年
七
月
八
日
の
「
な
は
の
日
」
に
は
、
中
心
商
店
街
の
に
ぎ
わ

い
広
場
で
ム
イ
ク
ワ
花
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
さ
ら
に
隣
接
す
る
や
ち

む
ん
〈
焼
き
物
〉
通
り
で
も
ム
イ
ク
ワ
の
植
栽
を
進
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
台
風
三
号
で
中
止
に
な
り
ま
し

た
。
来
年
の
「
な
は
の
日
」
に
は
、
に
ぎ
わ
い
広
場
、
や
ち
む
ん
通

り
、
寄
宮
地
域
で
同
時
に
ム
イ
ク
ワ
花
祭
り
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
緑
陰
も
増
や
し
つ
つ
、
大
学
か
ら
中
心
商
店
街
ま
で
、

歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
学

生
達
に
、
「
構
内
駐
車
場
有
料
化
を
契
機
に
、
脱
ク
ル
マ
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
組
を
開
始
し
よ
う
、
そ
れ
を
進
め
る
主
役
は
、
未
来

に
生
き
る
君
た
ち
学
生
諸
君
だ
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
の
で
す
。
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